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期日	 ２０１９年２月１０日（日）

会場	 モリパークアウトドアヴィレッジ・スピード

	 クライミングウォール（東京都昭島市）

選手	 ６３人（男子３９人、女子２４人）

　１月に開催されたボルダリングに続き、第１回とな

るスピードジャパンカップが開催された。前日から

の降雪により朝の開場時は５cm程度の積雪があった

が、競技中は好天に恵まれ無事に開催、初代王者が生

まれた。

【女子】
　２４人の選手が出場した。決勝へは野中、伊藤、野口

といった他種目でも活躍をみせる選手が着実な成績で

駒を進めた。

　ビッグファイナルは野中、伊藤の組み合わせ。野中

が９．３８８秒、伊藤が９．６５８秒と僅か０．３秒たらずの

差で野中が初代王者に輝いた。ボルダリングジャパン

カップ優勝に引き続きジャパンカップ２冠に輝いた。

【男子】
　予選は３９人が出場し、

６．９３５秒をマークした緒

方を筆頭に、昨年のコンバ

インドジャパンカップで優

勝した楢崎智亜、スピード

種目を専門に取り組む池田

が続く形となった。

　決勝へは１６人が進み

トーナメント形式で競う。

ビッグファイナルは池田、

藤井の組み合わせとなり、

この日一番の盛り上がり。結果は藤井がスタート直後

にスリップし失速、安定した登りを見せた池田が勝利

した。

【運営】
　第１回大会であると同時にＪＭＳＣＡが主催する初

のスピード種目の大会だったが、これまでボルダリン

グワールドカップやボルダリングジャパンカップなど

の運営経験が豊富なメンバーで臨んだため、準備・設

営面で大きな混乱は見られなかった。

　ただし、当日は低温によるタイミングシステム（計

時システム）の不調がみられ、直前まで調整に追われ

た。急遽、家庭用ヒーターをウォール最上部へ持ち込

み機器類を温めることで対応したが、それでも予選時

は不調にみまわれ競技が中断する場面があった。屋外

ゆえのトラブルだが、タイム計測はスピード種目の根

幹であり今後は機器の改良を期待するとともに不足の

事態への対応も検討が必要である。

　なお今大会にあわせ「スピード日本記録」の認定が

始まった。日本記録、ジュニア（Ｕ２０）、ユースＡ（Ｕ

１８）、ユースＢ（Ｕ１６）の４カテゴリー、男女あわせて

計８タイムが初代記録として認定された。

　最後になりましたが、開催にあたり各方面でご支

援・ご尽力いただきました各位に厚く御礼申し上げま

す。

（実行委員会・サービスマネージャー　百瀬恭平）

第１回スピードジャパンカップ報告

第１回スピードジャパンカップ 成績
男　子 女　子

１ 池田　雄大 １ 野中　生萌
２ 藤井　　快 ２ 伊藤ふたば
３ 抜井　亮瑛 ３ 野口　啓代
４ 楢崎　智亜 ４ 中村　真緒

公認スピード日本記録
２０１９ 年２月１３日

男　子
カテゴリ 記録 氏名
日本記録 ６．９２0 藤井　　快

ジュニア（Ｕ２０）日本記録 ７．２９９ 土肥　圭太
ユースＡ（Ｕ１８）日本記録 ７．２１１ 抜井　亮瑛
ユースＢ（Ｕ １６）日本記録 １２．２２５ 上村　悠樹

女　子
カテゴリ 記録 氏名
日本記録 ９．３８８ 野中　生萌

ジュニア（Ｕ２０）日本記録 １１．３４２ 中村　真緒 
ユースＡ（Ｕ１８）日本記録 ９．６５８ 伊藤ふたば
ユースＢ（Ｕ １６）日本記録 １２．９７３ 鈴木可菜美
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　第３２回スポーツクライミングリードジャパンカッ

プが３月２日（土）から３月３日（日）の２日間にかけ

て印西市松山下公園総合体育館で開催された。

【大会データ】
出場選手数 	 男子 ６７名 女子 ４６名

観戦者数	 ３／２（予選）４５８名

	 ３／３（準決・決勝）６５６名

Route setter	 松島暁人、岡野 寛、徳永潤一、濱田健介

Route grade	 決勝 （男子）５．１３ｄ  （女子）５．１３ｃ

（女子決勝）
　一手一手が遠くダイナミックさとパワーが要求され

るルートを制したのは野口啓代選手。森秋彩選手は野

口選手と同高度だったが、惜しくもカウントバックで

連覇とはならなかった。

（男子決勝）
　黄色のボリュームが続き、ダブルダイノも必要とな

る蛇行する持久力且つパワーを要するルートをクレ

バーな登りで完登した藤井 快選手が優勝。楢崎智亜

選手はテンポ良く登ったが、ゴール取りで失敗し２位

となった。

【大会名称について】
　昨年度の「リード日本選手権２０１８加須」大会に続く

２０１９年の大会として行われたこの大会だが、リードの

大会は国内チャンピオンを決める「日本選手権」、国

体のリハーサル大会としての「ジャパンカップ」があ

り、少々紛らわしく、今後の国内におけるリード日本

チャンピオンを決める大会にこの２つを統合し、回数

は２０１７年に愛媛県の西条市で行われた第３１回目を継

承する形で、「第３２回リードジャパンカップ」とした。

これによって国内のそれぞれのチャンピオンを決め

る大会が「ボルダリング」「スピード」「コンバインド」

と共に「ジャパンカップ」と統一され，分かりやすく

なったのではないだろうか。チャンピオンを決める大

会が整理され、それらに繋がる「予選」として次年度

構想されている全国各地で行われる予選会（ジャパン

ツアー）についても、「選手」や「保護者」また「見る側」

が混乱しないように期待したいと思う。

【運営体制に関して】
　会場はＪＭＳＣＡの協会旗をはじめ、主管となる千

葉県、そして東京と埼玉が運営を協力する形となった

ため、三県の岳連旗も掲げられた。これは、ＩＦＳＣ 

ＢＷＣ八王子大会から続く運営体制であり、今後行わ

れるＩＦＳＣワールドチャンピオンシップ（世界選手

権）や直接的ではないものの東京２０２０オリンピックの

各県にまたがって支援を要請する運営体制のブラッ

シュアップにつながったと思う。

　審判以外のスタッフ（ビレイヤー・選手管理・会場

管理等）は他県と交流する機会もあまりない。見慣れ

た顔ぶれで出来る国体の県予選以上の、コミュニケー

ション力や調整力も３都県の合同運営となると、ス

タッフ個々に必要となり、今後より一層の運営チーム

ワークも必要となると思う。

第32回リードジャパンカップ報告
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【観ていただく為の演出】
　スポーツクライミングは、オリンピック・世界選

手権など今後の大きな国際大会に向けてメディア等

の露出も増え、更に注目度も上がる。観て楽しく分か

りやすい演出のために、会場ではスクリーンに「オン

ラインオブザベーション」を映し出し、分かりにくい

ルートのアクセスを３Ｄで表現したり、動画配信では

YouTubeに「JMSCA Competition TV」を設け、平易な

解説でチャンネル登録者は１万人に迫る勢いとなって

きた。

https ://www.youtube .com/channel /UCnjTK_

woY8DUgXeVQLgug9A

【２０１９という年度】
　急速という言葉は適切ではないかもしれないが、限

りのある期間と、スポーツクライミングの将来の為の

両面で、競技会のヒエラルキーの整備を含め様々な競

技会が行われる年度となる。また演出等を含めたオー

ディエンスに受け入れやすい環境を整える為に、様々

な演出の提案もされるだろう。見合う「運営力」を養

うために我々もスキルアップを図らなければいけな

い。どうか皆さまのご協力とご理解をお願いしたい。

（競技委員　横内鉄郎）

　３Ｄに関しては下記のＵＲＬで公開しています。是

非見てみて下さい。

https://onlineobservation.com/s/LJC2019/?fbclid=Iw

AR2lTZW7L4ot0t8FD7wCBAhQ78ZOAFcTEN3xvtb8

UFGAM1ri4J-1PlYL5ns

中国地区山岳連盟（協会）連絡協議会が開催
　３月９日～ １０日、島根県松江市玉造温泉で中国地区

山岳連盟（協会）の連絡協議会が開催された。中国地区

では５県中４県が「山岳・スポーツクライミング連盟（協

会）」に名称を変更している。

　ＪＭＳＣＡの現状と課題、国体中国ブロック大会など

中国地区における各種大会・研修会に関わる協議、各

岳連（協会）からの報告・依頼、法人化への対応、情報

交換など２日間に亘り熱心に議論された。

　中国地区山岳連盟（協会）の益々の発展と活躍が期待

される。� （副会長　伊藤克己）

第 32 回リードジャパンカップ 成績
男　子 女　子

１  藤井　　快  TEAM  au １  野口　啓代  TEAM  au
２  楢崎　智亜  TEAM  au ２  森　　秋彩  つくば市立手代木中学校
３  清水　裕登  愛媛県山岳連盟 ３  平野　夏海  私立国士舘高等学校
４ 楢崎　明智  TEAM  au ４  田嶋あいか  慶應義塾大学
５ 杉本　　怜  マイナビ ５  中川　　瑠  大阪府山岳連盟
６ 是永敬一郎  埼玉県山岳連盟 ６  谷井　菜月  橿原市立光陽中学校
７ 西田　秀聖 私立天理高等学校 ７  野中　生萌  XFLAG
８ 田中　修太 新潟県県立直江津中等教育学校 ８  小池　はな  埼玉県山岳連盟
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第125回 Mountain World

ジャヌー東壁　18日間のサバイナル

池田常道

　カンチェンジュンガ山群のジャヌー（クンバカルナ、

７７１０ｍ）は困難なピークとして知られている。リオネ

ル・テレイ率いる１９６２年のフランス隊によって初登

頂されはしたが、彼らは５９年に一度失敗した末の再

挙だった。こんにちまで、ジャヌーに挑んだ登山隊は

５２を数え、そのうち１７隊（３２．７％）が登頂に成功、６５

人を頂上に送っている。

　フランス隊がたどった南稜に続いて、北壁が７６年山

学同志会隊（小西政継隊長）によって登られ、７９年チェ

コスロヴァキア隊（イワン・ガルフィ隊長）の南西支稜、

２００４年ロシア隊（アレクサンドル・オディンツォフ隊

長）の北壁ダイレクト、０７年ババノフとコファノフ（ロ

シア）の北西バットレス、とバリエーション・ルート

が拓かれてきたが、ヤルン氷河に面した東壁だけは未

踏のまま残されてきた。

　標高差２０００ｍを誇る東壁には、スロヴェニアのク

ライマーたちが過去３回挑んでいる。まず１９９１年、カ

ンチェンジュンガ主峰に挑んだチームのなかからヴァ

ニャ・フルランとボーヤン・ポチカルがアルパイン

スタイルで攻撃、３日間で７１００ｍに達した。９３年には

ドゥシャン・デベラク、アウグスト・ロブニク、トマ

ジ・ジェロヴニクが６８００ｍで断念。２００４年にはトマ

ジ・フマルが単独で挑戦したものの、７０００ｍ付近に達

しただけに終わった。これらは、いずれも東壁右寄り

をたどってジャヌー東峰（７４６８ｍ）に向かったもので、

直接頂上に通じるラインに挑んだ隊はなかった。

　去る３月、ロシアのディミトリー・ゴロフチェンコ

とセルゲイ・ニロフは、ポーランドのマルチン・トマ

シェフスキと３人でメインウォールから頂上を狙っ

た。ゴロフチェンコとニロフは２０１３年にカラコルム

のムスターグ・タワー（７２８３ｍ）北東側稜、１７年には

ガルワールのテレイ・サガール（６９０４ｍ）北壁を登っ

てピオレドールを受賞していた。トマシェフスキはこ

の冬、ナンガ・パルバット（８１２６ｍ）で亡くなったトム・

バラード（英）と組んでドロミテを中心に登攀、アイ

ガー北壁でも北ピラーに新ルート「知恵の七柱」を拓

いていた。

　３人はまだ冬のコンディションの下ＢＣ（４７００ｍ）

入りしたが、途中ポーター５人が雪盲になって脱落、

ＢＣでは発電機に誤った燃料を注入して一時電源を失

うなどアクシデントが続いた。ロシアの二人は高所順

応を節約して攻撃を急いだが、トマシェフスキは順応

不足を理由にＢＣに留まることにした。親友のバラー

ドを失った精神的ショックもあったかもしれない。バ

ラードとは、インドへ出かける計画もあった。

　３月１６日、ロシアの二人は攻撃に移り、１日目は

５５２０ｍでビバークした。１８日には大雪が降り、風が強

まるという予報ももたらされた。この時点で予定して

いたラインを外し、フランス・ルートの南稜に向けて

進路を採ることにした。１９日から２４日は１日あたり

１００から２００ｍのペースで登るが、２６日の大雪の後、

南稜へ向けて進み、２７日には数ピッチを稼いだ。

　しかし翌日、南稜に合流した時点で登頂は諦め、頂

上まで４００ｍを残す７３１０ｍ地点からフランス・ルー

トを下ることに決めた。２９日には６９９５ｍまで下り、翌

日には好天に恵まれて「ダンテルの頭」（６４４９ｍ）まで

きた。撮影担当としてＢＣに詰めていたエリザ・クバ

ルスカは、複雑な下部ルートの情報を二人に伝える一

方、ヤマタリ氷河に移動して５０００ｍ地点まで登り、無

事に下りてきた二人を迎えた。登攀開始以来１８日間

のサバイバルだった。

ジャヌー東壁のヘッドウォール。オレンジ色の線が予定した
直登ルート、赤線は南稜への脱出路を示す。
(Russianclimb.comによる)
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　私が岳連活動に協力するようになったのは、昭和２８

年頃からである。第９回北海道国体終了後の関東地

区岳連会議の席で、東京の高橋定昌さん、神奈川の尾

関廣さんから「栃木はどうして、７月２４日の旭川・興

隆寺での全日本山岳連盟の結成式に出席しなかった

のか。」と言われて驚いた。調査してみると、この会の

通知は道岳連から各都府県の岳連宛に発送したらし

い。当時、栃木岳連の事務局は、県庁の観光課内にあ

り、事務処理は県職員が片手間にやり、会長は観光課

長の千家哲麿氏であった。国体の監督は星野近（日光

山岳会）、隊員は４名であった。ここで千家哲麿氏に

ついて説明する。彼は出雲大社の親族で、父親は男爵

である。東京大学林学科の卒業であるが、在学中はス

キー山岳部に在籍、日本山岳会に入会している。昭和

１４年、厚生省から栃木県職員になり、日光国立公園行

政を担当した。昭和２１年、全国に先駆けて観光課を発

足させ、課長を９年間務めた。昭和２３年には栃木県山

岳連盟を発足させ、会長になる。スキー連盟では理事

長になっている。彼は、人格円満で豊かな学識を持ち、

先見性のある感覚を持ち、実行力のある人で、誰から

も好まれる人物であった。退官後は初代の国立公園協

会の会長を務めている。おそらく日本山岳会の動きを

汲んで、星野監督に結成式に出ないよう指示したもの

と私は判断した。県の意向もあり、千家さんの転勤を

機に役員改選、事務所移転を行い、理事長・鈴木林治、

事務所は同氏宅となり、全岳連の発展、充実に協力す

ることとした。

　昭和３０年１１月、鬼怒川温泉・晃龍閣で関東岳連理

事会を開催。東京、神奈川、千葉、茨城、群馬から２０数

名が集まり、第１回関東地区登山大会を昭和３１年５

月、日光白根山で行うことなどを取り決めた。

　昭和３０年５月１５日、全日本山岳連盟の発会式が神

宮外苑の日本青年館において開催された。会長には日

本山岳会の設立発起人の一人である武田久吉氏が推挙

された。第１０回国体が昭和３０年１０月、今までの地区

別ではなく神奈川県単独で実施され、武田会長は、大

会名誉会長として参加された。開会式前夜、子安海岸

の旅館に泊まったが、窓の外は岸壁になっており、熊

本の北田正三氏と同室になった。彼は魅力的な人物

で、カナダ、アメリカ山岳会員とか言っていた。向こ

うの会員は、鉄道、山小舎の割引制度があり、日本で

もこうしてほしい等と話していたのが忘れられない。

彼は、阿蘇に住んでおり、熊本国体のコース整備のた

め単独で根子岳に入り、転落死された。惜しい人物を

失ったものである。開会式の前に伊勢山皇大神宮で開

始式を行い、開会式の三ツ沢競技場に向かった。技術

委員長は渡辺公平氏であった。

　第１５回熊本国体では栃木の監督であった。同コー

スに岩手監督の矢羽々文一郎がいた。岩手は優秀チー

～創立60周年に向けて～ ⑾

ＪＭＳＣＡ顧問　坂口 三郎

新連載

『日山協と私』

関東地区岳連理事会（鬼怒川温泉）

尾関廣氏告別式（昭和50年９月11日）
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ムの栄に浴したが、今でも交遊が続いている。

　熊本国体は、日本山岳協会として初めての国体であ

り、武田会長は大会会長、技術委員長は星野重さんで

あった。国体終了後、家内と子供を連れて鹿児島の墓

参りに３日許り費やし、鹿児島駅で尾関廣全岳連会長

とお会いし、横浜まで同行した。尾関さんは国体終了

後、鹿児島の赤星昌会長と鹿児島の旅を楽しんだので

あろう。永年の念願が叶って、熊本国体を主催し、成

功裡に終わり、得意の絶頂にあったと思う。尾関さん

は若き日、海軍兵学校を受験したことがあるそうだ。

又お仕事が海運業で、私の海軍の先輩、友人を多く

知っており、山以外でも話が弾んだ。

　第１６回秋田国体では、ＡコースのＣＬをやった。大

会中台風２４号の直撃に遭い、荒天対策を実施した。宿

舎の後生掛温泉に早く着いたので、ラジオの気象通報

により、天気図を書いてもらった。天気図用紙は私が

用意していた。兵学校では航海科の授業で１教程２時

間、後は自学自習で修得したものだった。昭和３６年７

月の日山協指導員研修会（蒲田温泉）で講師の高橋定

昌さんから天気図を書かされたことがあった。又中学

２年の社会科の授業で天気図を学ぶことも聞いてい

た。

　技術委員長は、羽賀正太郎さんだったが、講評の中

で天気図、荒天対策、秋田の補導員の優秀な能力等を

称賛してもらった。秋田国体以降天気図作成が必須項

目となっていく。

　私は、１９９５（平成７）年から２００１（平成１３）年まで日

山協会長の任にあった。最も印象にあるのがネパール

の国際山岳博物館（Ｉ．Ｍ．Ｍ．）のことである。詳細

については、日山協５０年誌に八木原現会長が記述して

いるので省略するが、１９９５年１０月、ダワ・ノルブ・シェ

ルパ、ネパール山岳協会（Ｎ．Ｍ．Ａ．）会長が日山協

に来て、Ｉ．Ｍ．Ｍ．の建設の援助を要請され、村木潤

次郎ＪＡＣ会長とともに聞いた。続いて１９９６年３月

にもダワさんが来日して要請があり、１９９７年４月、大

阪の城隆嗣さん、大西保さん、坂口が各々夫人同伴で

私的な旅行でネパールを訪れた時もカトマンズのシャ

ングリラホテルで、ポカラでは、建設現場を見学し、

要請された。ダワさんの熱意のこもった姿に私も真剣

に考えるようになり、ネパール情勢に詳しい大西保さ

ん、コスモトレックの大津昭宣、二三子夫妻の意見も

聞き、私の方針は決まった。１９９７年７月に６団体（日

山協、日本山岳会、日本勤労者山岳連盟、日本ヒマラ

ヤ協会、ＨＡＴーＪ、日本ネパール協会）で協議開始。

９月２６日に支援を決定する。残念なことにダワ会長は

１０月２８日、肺ガンのため亡くなられた。日本からの募

金は約２５００万円に達し、２００４年２月５日、ネパールの

タパ首相、神長駐ネ大使ら内外約５００人が参加して落

成、開館式典が盛大に挙行された。その後の運営も順

調と聞いている。

神奈川国体・伊勢山皇太神宮（昭和30年10月）
武田名誉会長と高波吾策氏

第２回コンバインドジャパンカップ
観戦チケット販売について

　第２回コンバインドジャパンカップの観戦チケット
を４月15日（月）より各種プレイガイドで発売いたし
ます。なお、観戦チケットの販売は、５月26日（日）の
決勝のみです。25日（土）の予選は無料です。

記
大会名	 第2回コンバインドジャパンカップ
開催日	 ５月25日（土）男女予選９：00～（予定）
	 ５月26日（日）男女決勝９：00～（予定）
会　場	 石鎚クライミングパークSAIJO
	 （愛媛県西条市）
料　金	 ※５月25日（土）は無料
	 ５月26日（日）のみ
	 【前売券】大人2,000円、高校生以下1,000円
	 【当日券】大人2,500円、高校生以下1,500円
発売日	 ４月15日（月）10：00～前日23：59まで



研修模様

参加者集合写真

8

平成30年度氷雪技術研修会、主任検定養成講習会、上級指導員養成講習会報告
　平成３１年２月１６日（土）～ １７日（日）に鳥取県大山

において氷雪技術研修会及び主任検定員養成講習会、

上級指導員養成講習会が大山自然歴史館及び大山南光

河原にて開催された。

　今回は研修５名、Ａ級主任検定４名、上級指導員養

成講習２名、講師５名、鳥取県スタッフ４名の計２０名

での開催となった。

　今年の大山は、積雪が例年より少ない状況でした

が、講習には問題なく、また、両日ともに小雪は降る

ものの晴れ間も見え、参加者は少なめではあったが、

充実した講習が行われたものと思います。

　以下に参加者の代表の感想を掲載いたします。

（指導委員会　野村）

受講生  感想

『氷雪技術研修会』に参加して

徳島県山岳連盟　平井 小夜子
　一年の中でも一番雪が多いだろうとされるこの時

期、２月１６日～ １７日に鳥取県の「大山」で氷雪技術

研修が開催されるという事で、今回参加させていただ

きました。これまで多少体力に自信があるというだけ

で、山に入っていた自分の無力さをこの２、３年で十

分思い知らされる事があり、「やはりこのままではい

けない！」と、自分の為そしてこれから人を指導して

いく為にも、知識や技術を学べる場所に積極的に参加

したいと思ったからです。

　初日、研修施設において開会式より机上講習と実技

講習を行い、その後野外においての実技講習となりま

した。今回の課題は、特にスタンディング・アックス・

ビレイ、他滑落停止や耐風姿勢などを教えていただき

ました。机上で理解したと思っていても、実際やって

みると焦ってしまってなかなか思うようにいかない。

そこに、講師の鑓のような大声がグサリグサリと突き

刺さりました。

 「そんなんやってたら、もう死んでしまうでー！」本

当にその通りです！　だからこそ来たんだと言い聞か

せ、何度も何度も繰り返しました。そして、出来た時。

講師の顔を見ると、ニコッと笑ってくれてました。こ

こ数年、辛い思いをして何かに真剣に取り組むという

事を完全に忘れていた事に気が付きました。今回の講

習から教えてもらった事、知識や技術そして一番大切

な事は、「命を守る」という事についての、個々の真剣

な取り組み姿勢を教えていただいた気がします。

　後、ロープの事、カラビナの事、質問も沢山あり時

間いっぱい教えていただきました。本当に私にとっ

て、充実した２日間でした。これからは、「心・技・体」

をバランスよく磨いて行けたらと思いました。

　ＪＭＳＣＡの研修班講師のお２人、本当にお世話に

なりました。そして、ＪＭＳＣＡの役員の方々、お世

話役の鳥取県山岳・スポーツクライミング協会の方々、

参加された皆さんありがとうございました。
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平成30年度第４回理事会報告
　平成３１年３月２日（土）に東京渋谷のＴＫＰ渋谷カ
ンファレンスセンターで理事会（第４回）が開催され、
平成３１（２０１９）年度の事業計画及び収支予算が可決成
立した。理事会には理事２４名、監事３名が出席。
１．議　題
第１号議案　平成３１年度事業計画案について
　質疑応答の後、承認を諮り、一部文言訂正の上、賛
成２４、反対０で承認された。
第２号議案　平成３１年度収支予算案について
　議案説明の後、予算の不確定要素や予算の執行管
理、世界選手権の予算などの質疑応答があった。質疑
応答の後、議長が予算委員会設置の手続き的な瑕疵は
あったが、内容を精査して、問題がないので承認を諮
りたいとし、賛成２４、反対０にて承認された。
第３号議案　諸規程の改定について
　資料に基づいて各規程の改定案について説明し、質
疑応答の後、規程ごとに議長が採決を諮った。
①「加盟団体規程」：賛成２３、反対１で承認された。
②「倫理規程」：賛成２４、反対０で承認された。
③「 裁定審査会規程」：賛成２４、反対０で承認された。
④「処分規程」：賛成２４、反対０で承認された。
⑤「不服審査規程」： 　賛成２４、反対０で承認された。
⑥「CLUB JMSCA ITADAKIに関する規程」
　�第２条第４項の修正と第７項の削除が追加されて承

認が諮られ、賛成２４、反対０で承認された。
⑦「競技審判員規程」：賛成２４、反対０で承認された。
⑧�「公認ルートセッター規程」：賛成２４、反対０で承認

された。
⑨「総会規程」：賛成２４、反対０で承認された。
第４号議案　次期役員候補者推薦について
　役員選考委員会の選考経過について説明があり、質 
疑応答の後、答申された理事候補者２３名と監事候補
者２名の推薦承認が諮られ、賛成２４、反対０で承認。
第５号議案　参与の推薦について
　宮城県山岳連盟推薦の吉田弘司氏の参与が承認され
た。
２．報　告
報告１号　平成３０年度事業経過報告について
報告２号　平成３０年度収支決算見通しについて
報告３号　�平成３０年度山岳共済会事業報告及び収支

決算見通しについて
報告４号　�平成３１年度山岳共済会事業計画及び収支

予算について
報告５号　選手のＢＭＩについて
報告６号　ＳＣジャパンツァーについて
３．その他
⑴業務執行理事・（１１月～２月）職務執行報告

　各業務執行理事が資料に基づき職務執行報告を行っ
た。
⑵平成３０年度全国理事長会議報告
　小野寺常務理事が概略報告を行った。

平成31（2019）年度事業計画
２０１９年４月１日～２０２０年３月３１日

１．安全登山普及事業
⑴青少年育成事業
　ア）高体連登山部関連
　①第６３回全国高等学校登山大会の開催
　　８/２㈮～６㈫　宮崎県高千穂町　祖母山系
　②�第１０回全国高等学校選抜スポーツクライミング

選手権大会の開催　１２/２１㈯～ ２２㈰　埼玉県加須
市市民体育館

　イ）ジュニア登山教室
　①「少年少女登山教室」の開催（委託実施）
　②「ジュニア普及情報交換会」開催
　　�２０２０年２/１５㈯　国立オリンピック記念青少年総

合センター
　③「みんな集まれ！ジュニア登山教室 in 立山 2019」
　　８月　国立立山青少年自然の家、立山周辺
　④「みんな集まれ！なすかし雪遊び隊 ２０２０」
　　２０２０年３月　国立那須甲子青少年自然の家
⑵登山に関する文化・学術の振興事業
⑶安全登山の啓発事業
　ア�）安全登山指導者研修会（国立登山研修所他共催）

の実施
　①東部地区（北海道、岐登牛山・旭岳周辺）
　　９/１４㈯～ １６㈷㈪
　②西部地区（大阪、神戸セミナーハウス周辺）
　　１０/１２㈯～ １４㈪
　イ）安全登山事業（国立登山研修所と共催）
　①高等学校等登山指導者夏山研修会
　　８/７㈬～９㈮　国立登山研修所及び周辺山域
　②上級登山指導者リスクマネジメント研修会
　　�２０２０年２月２２日㈯～ ２３日㈰　国立オリンピック

記念青少年総合センター
　③安全登山サテライトセミナー
　　東京会場：�１２/１４㈯～ １５㈰　国立オリンピック記

念青少年総合センター
　　滋賀会場：７/１３㈯～ １４㈰　大津市民会館
　　福岡会場：１１/１６㈯～ １７㈰　九州大学椎木講堂
　④積雪期登山基礎講習会
　　�２０２０年２/７㈮～９㈰　国立登山研修所及び周辺

山域
　ウ）第５８回全日本登山大会の開催
　　�９/２８㈯～ ３０㈪　岐阜県　高山市、下呂市、乗鞍

岳、西穂高岳独標、御嶽山、福地山、五色ケ原ほか
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＜遭対委員会＞
　ア）山岳レスキュー講習会
　①西部地区（富山県・国立登山研修所）
　　９/６㈮～８㈰
　②東部地区（群馬県・土合山の家）
　　１/２４㈮～ ２６㈰
　イ）研修及び研究会
　①遭対常任研修会
　　８/２４㈯～ ２５㈰、２０２０年３/２８㈯～ ２９㈰
　②遭難対策研修会兼全国遭対委員長会議
　　６/２９㈯～ ３０㈰
　ウ�）平成２０１９年度全国山岳遭難対策協議会の共催

（スポーツ庁他）　７/５㈮　文部科学省
＜国際委員会＞
　ア）国際委員全体会議兼第５８回海外登山技術研究会
　　６/２２㈯～ ２３㈰　目黒区東山大橋会館
　イ）海外登山懇談会
　　１１月　国立オリンピック記念青少年総合センター
　ウ�）支援事業　ウィンター・クライーマーズ・ミー

ト（国内）の支援　２０２０年２月
⑷登山指導者育成事業（指導委員会）
　ア）指導員研修会
　①�氷雪技術研修会（Ａ級主任検定員・上級指導員養

成講習会）　４/２７㈯～ ２８㈰　富士山
　②全国指導委員長会議
　　６/１㈯～ ２㈰　東京海員会館
　③�登攀技術研修会（Ａ級主任検定員・上級指導員養

成講習会）
　　１０/２６㈯～ ２７㈰　（一社）大阪府山岳連盟
　④氷雪技術常任委員研修会
　　２０２０年３月　群馬県・谷川岳
　⑤�氷雪技術研修会（Ａ級主任検定員・上級指導員養

成講習会）　２０２０年２/１５ ㈯～ １６㈰　大山
　⑥�公認山岳指導員及び上級指導員、主任検定員の養成
　⑦�指導・遭対委合同研修会　８/１７㈯～ １８㈰　２０２０

年３月　神奈川県山岳スポーツセンター
　イ）主任検定員養成講習会（山岳及びＳＣ主任）
　ウ�）ＵＩＡＡ認定のための査察（ＵＩＡＡ担当者来

日）　８/１２㈪～ ２１㈬　那須
２．スポーツクライミング事業
　全国競技委員長会議の開催　４/７㈰
⑴競技会運営事業（競技委員会）
　公認大会・予選会実施の推進
　ア）競技会・研修会の開催
　①FISE WORLD SERIES Hiroshima 2019
　　４/１９㈮～ ２１㈰　広島市・旧市民球場跡地
　②ボルダリングユース日本選手権鳥取大会２０１９
　　５/１８㈯～ １９㈰　鳥取県倉吉体育文化会館
　③第２回コンバインドジャパンカップ

　　�５/２５㈯～ ２６㈰　愛媛県西条市石鎚クライミン
グパークSAIJO

　④ＩＦＳＣ世界選手権２０１９　（強化事業の項参照）
　　８/１０㈯～ ２１ ㈭　エスフォルタアリーナ八王子
　⑥第２２回ＪＯＣジュニアオリンピックカップ　
　　�９/１４㈯～ １６㈰　富山県南砺市桜ヶ池クライミン

グセンター
　⑦ＩＦＳＣリードワールドカップ印西大会２０１９
　　�１０/２６㈯～ ２７㈰　千葉県印西市・松山下公園総合

体育館
　⑧�第１０回全国高等学校選抜スポーツクライミング

選手権大会　１２/２１㈯～ ２２㈰　埼玉県加須市民体
育館

　⑨第１５回ボルダリングジャパンカップ
　　�２０２０年２/８㈯～９㈰　駒沢オリンピック公園総

合運動場屋内球技場
　⑩第２回スピードジャパンカップ
　　�２０２０年２/２２㈯～ ２３㈰　昭島市・モリパークア

ウトドアヴィレッジ
　⑪第３３回 リードジャパンカップ２０２０
　　２０２０年３/７㈯～８㈰　埼玉県加須市民体育館
　⑤オリンピックテストイベント
　　�２０２０年３/７㈯～９㈪　青海アーバンスポーツ

パーク
　⑫第８回リードユース日本選手権印西大会２０１９
　　�２０２０年３/２１㈯～ ２３㈪　千葉県印西市・松山下

公園総合体育館
⑵国体スポーツクライミング競技の主管（国体委員会）
　五輪競技種目化に沿った国体山岳競技の検討
　�ブロック研修会の開催　１１月～３月　全国９ブ

ロック
　①�４/２０㈯～ ２１㈰　第７４回茨城国体第１回基準会

議、茨城県鉾田町
　②�６/７㈮～９㈰　 第７４回茨城国体第２回基準会

議、茨城県鉾田町
　③�６/８㈯～９㈰　第７４回茨城国体リハーサル大会

（第６回日本学生スポーツクライミング（Ｌ/Ｂ）
対抗選手権大会）　茨城県鉾田町総合公園

　④９/８㈰　組合せ抽選会　場所、移転後に決定
　⑤�各ブロック別大会、都道府県予選大会の開催（委

託実施）
　⑥�１０/４㈮～６㈰　第７４回茨城国体山岳競技、茨城

県鉾田町総合公園
　⑦第７４回茨城国体以降の開催県への指導
⑶強化事業（強化委員会）
　ア）オリンピック強化選手の選考
　イ）日本代表選手選考・派遣　
　①代表（Ｓ．Ａ．Ｂ）選手の選考　
　ウ）代表選手の派遣
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　①ＩＦＳＣクライミングＷＣ  ４月～１１月　世界各地
　②ＩＦＳＣ世界選手権（競技会運営事業の項参照）
　　８/１０㈯～ ２１㈬　エスフォルタアリーナ八王子
　③ＩＦＳＣ世界ユース選手権
　　８/２２㈭～ ３１㈯　イタリア・アルコ
　④ＡＮＯＣビーチゲームズ
　　１０/１０㈭～ １１㈮　アメリカ・サンディアゴ
　⑤オリンピック予選大会
　　１１/２８㈭～ １２/１㈰　フランス・トゥールーズ
　⑥アジア選手権
　　日程未定　ジャカルタ・バレンバン
　⑦アジアユース選手権
　　１０/３㈭～６㈰　インド・ブバネシュワール
　　１１/１４㈭～ １７㈰　中国・重慶
　エ）代表選手強化合宿（海外・国内）
⑷審判・ルートセッター事業 
　ア�）審判・セッター会議の開催（２月）ルートセッター

研修会
　・�第１回：９/１７㈫～ １９㈭の後　富山県南砺市桜ヶ

池cc
　・第２回：１２/２３㈪～ ２５㈬　埼玉県加須市民体育館
　イ）ブロック研修会等に合わせての更新研修会
⑸ドーピング防止事業（アンチドーピング委員会）
　ア）ドーピング防止思想の普及・啓発・教育など
　①ドーピング検査実施（ＪＡＤＡに委託）
　②ドーピング防止講習会開催
　③�ＴＵＥ（治療目的使用に関わる除外措置）申請の

支援
　④�ＡＤＡＭＳ（アンチ・ドーピング管理システム）

登録選手への管理支援
⑹�倫理研修会事業（ガバナンス委員会、アンチ・ドー

ピング委員会）　ＡＤ・倫理研修会の開催（随時）
⑺�ユニバーシアード関連（全日本大学スポーツクライ

ミング協会）ＪＯＣ主催委員会等出席
３．登山関連・競技会運営事業
⑴山岳スキー
　①�第１３回日本山岳スキー競技選手権大会 （山岳ス

キー委員会）
　　�２０２０イラン開催アジア選手権代表選考会、４/６

㈯～７㈰　小谷村栂池高原スキー場
４．登山研究調査事業
⑴国際交流事業（国際委員会）
　ア）国際交流
　①BMC International Climbers Meetへの派遣（夏）
　　５/１２㈰～ １９㈰　英国・ノース・ウエールズ
　②ＵＩＡＡアイスクライミング選手権派遣支援
⑵医・科学支援事業（登山部医科学委員会）
　ア）ＪＳＰＯ公認スポーツドクター養成支援
　イ）UIAA MedCom Meetingへの出席　　

　ウ）ＪＭＳＣＡが支援している医科学的諸事業
　①国際認定山岳医研修会
　②日本登山医学会認定山岳医研修会
　③ＮＰＯ富士山測候所を活用する会
　④ＪＳＭＭ登山者検診ネットワーク
　⑤日本登山医学会ファーストエイド講習会
５．自然保護研究調査事業
⑴山岳環境保全事業（自然保護委員会）
　ア）研修及び研究会
　①�平成３１年度自然保護委員総会（第４３回山岳自然

の集い）　２０１９年９月中旬　宮城県予定
　②国際自然保護研修会
　　５/２０㈪～ ２４㈮　韓国済州島
　③�第８回自然保護指導員研修会　２０２０年１/２６㈰　

国立オリンピック記念青少年総合センター
６．共益事業
⑴広報等
　ア）『登山月報』毎月１５日定期発行
　　第６０１号（４月号）～第６１２号（３月号）
　イ）ＨＰのタイムリーな更新作成
　　（http://www.jma-sangaku.or.jp）
　①英文コーナーの新設
⑵会議等
　ア）総　会　６/１６㈰
　イ�）理事会　第１回５/２６㈰、第２回６/１６㈰（総会

終了後）、第３回以降　年度始めに決定
　ウ）全国理事長会議 ２０２０年２/１６㈰
　エ�）全国参与会　９/２８㈯　岐阜県高山市（全日大

会開催時）
　オ�）顧問・参与会　２０２０年１/１１㈯　東京・アルカ

ディア市ヶ谷（新春懇談会開催時）
　カ�）新春懇談会　２０２０年１/１１㈯　アルカディア

市ヶ谷
　キ）（一財）全国山の日協議会（随時）
　・第４回「山の日」記念全国大会
　　８/１０㈯～ １１㈰　山梨県甲府市
　ク）国際会議
　①国際山岳連盟（ＵＩＡＡ）理事会
　　５/２㈭～７㈫　マルタ
　②国際山岳連盟（ＵＩＡＡ）総会
　　１１/２㈯～７㈭　キプロス
　③アジア山岳連盟（ＵＡＡＡ）理事会
　　６/１㈯～５㈬　台北
　④アジア山岳連盟（ＵＡＡＡ）総会　１０月　キルギス
　⑤国際スポーツクライミング連盟（ＩＦＳＣ）総会
　　３月キプロス
　⑥国際スキー連盟総会　６月
　ケ）新事務所移転
　　５/２８㈫、新宿区霞ケ丘町４番２号へ引越し
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単位：千円寄附他2.3%

補助金31.1%

事業収入64.6%

会費2.0%

SC共通0.7%

国体2.2%

ガバナンス0.5%

法人8.7%公益共通3.8%
AD0.9%

医科学0.6%
SC普及2.8%

マーケティング2.2%
技術1.3%

強化28.0%

競技41.2%

登山7.2%

平成31年度収入予算
625,740千円

平成31年度支出予算
625,740千円

収
入
予
算

会費 12,670
事業収入 404,237
補助金 194,630
寄附他 14,203 支

出
予
算

登山 44,985
競技 258,128
強化 175,230
技術 7,875
マーケティング 13,850
SC普及 17,836
医科学 3,629
AD 5,915
公益共通 23,585
法人 54,247
ガバナンス 2,942
国体 13,499
SC共通 4,200

科目 公益会計 公益計 法人会計 合計登山部 ＳＣ部 その他
Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　(1)経常収益
　　　受取会費 0 0 0 0 12,670,000 12,670,000
　　　　正会員受取会費 0 0 0 0 2,670,000 2,670,000
　　　　加盟分担金受取会費 0 0 0 0 8,000,000 8,000,000
　　　　賛助会員受取会費(個人・団体) 0 0 0 0 2,000,000 2,000,000
　　　事業収益 40,885,000 305,966,000 21,312,000 368,163,000 36,074,000 404,237,000
　　　　共済会委託事業収入 26,597,000 0 10,585,000 37,182,000 6,818,000 44,000,000
　　　　登録料 600,000 0 0 600,000 13,600,000 14,200,000
　　　　　競技選手登録料 0 0 0 0 12,000,000 12,000,000
　　　　　諸登録料 600,000 0 0 600,000 1,600,000 2,200,000
　　　　参加者負担金　 13,484,000 46,338,000 0 59,822,000 1,300,000 61,122,000
　　　　　講習会参加料 11,168,000 2,141,000 0 13,309,000 0 13,309,000
　　　　　諸参加料 2,316,000 44,197,000 0 46,513,000 1,300,000 47,813,000
　　　　協賛金 50,000 177,992,000 7,727,000 185,769,000 13,356,000 199,125,000
　　　　広告料 0 0 3,000,000 3,000,000 0 3,000,000
　　　　競技会収入　 0 79,920,000 0 79,920,000 0 79,920,000
　　　　　選手参加料 0 20,720,000 0 20,720,000 0 20,720,000
　　　　　入場料 0 55,800,000 0 55,800,000 0 55,800,000
　　　　　諸収入 0 3,400,000 0 3,400,000 0 3,400,000
　　　　その他事業収益 154,000 1,716,000 0 1,870,000 1,000,000 2,870,000
　　　受取委託金 2,000,000 0 0 2,000,000 0 2,000,000
　　　　日本スポーツ振興センター委託金 2,000,000 0 0 2,000,000 0 2,000,000
　　　受取補助金等 2,100,000 179,400,000 11,130,000 192,630,000 0 192,630,000
　　　　日本オリンピック委員会助成金 0 82,500,000 0 82,500,000 0 82,500,000
　　　　国民体育大会補助金 0 6,400,000 0 6,400,000 0 6,400,000
　　　　日本スポーツ協会助成金 400,000 0 0 400,000 0 400,000
　　　　日本スポーツ振興くじ助成金 1,700,000 62,000,000 11,130,000 74,830,000 0 74,830,000
　　　　日本スポーツ振興基金助成金 0 28,500,000 0 28,500,000 0 28,500,000
　　　受取負担金 0 1,300,000 0 1,300,000 0 1,300,000
　　　　受取負担金等 0 1,300,000 0 1,300,000 0 1,300,000
　　　受取寄付金等 0 7,400,000 0 7,400,000 5,000,000 12,400,000
　　　　受取寄付金 0 7,400,000 0 7,400,000 5,000,000 12,400,000
　　　雑収益 0 0 0 0 503,000 503,000
　　　　受取利息 0 0 0 0 3,000 3,000
　　　　雑収入 0 0 0 0 500,000 500,000
　　　経常収益計 44,985,000 494,066,000 32,442,000 571,493,000 54,247,000 625,740,000
　　(2)経常費用
　　　事業費 44,985,000 494,066,000 31,552,000 570,603,000 0 570,603,000
　　　　給料手当 5,120,000 15,330,000 2,170,000 22,620,000 0 22,620,000
　　　　臨時雇賃金 0 0 0 0 0 0
　　　　会議費 1,483,000 4,260,000 90,000 5,833,000 0 5,833,000
　　　　旅費交通費 22,740,000 177,529,000 3,142,000 203,411,000 0 203,411,000
　　　　通信運搬費 138,000 2,779,000 1,350,000 4,267,000 0 4,267,000
　　　　消耗品費 980,000 2,910,000 30,000 3,920,000 0 3,920,000
　　　　印刷製本費 2,505,000 8,725,000 5,350,000 16,580,000 0 16,580,000
　　　　賃借・リース料 460,000 58,100,000 10,000 58,570,000 0 58,570,000
　　　　保険料 415,000 2,665,000 0 3,080,000 0 3,080,000
　　　　諸謝金 4,408,000 46,802,000 2,420,000 53,630,000 0 53,630,000
　　　　大会施設費用 280,000 55,560,000 0 55,840,000 0 55,840,000
　　　　支払負担金及び還付金 300,000 3,650,000 1,350,000 5,300,000 0 5,300,000
　　　　支払助成金及び事業交付金 200,000 2,160,000 0 2,360,000 0 2,360,000
　　　　委託費 3,490,000 73,790,000 15,580,000 92,860,000 0 92,860,000
　　　　現地サポート費用 0 14,785,000 0 14,785,000 0 14,785,000
　　　　大会記念品費 260,000 579,000 0 839,000 0 839,000
　　　　大会賞金 0 13,772,000 0 13,772,000 0 13,772,000
　　　　報奨・奨励金 1,700,000 5,000,000 0 6,700,000 0 6,700,000
　　　　雑費 506,000 5,670,000 60,000 6,236,000 0 6,236,000
　　　管理費 0 0 890,000 890,000 54,247,000 55,137,000
　　　　役員報酬 0 0 0 0 200,000 200,000
　　　　給料手当 0 0 0 0 1,847,000 1,847,000
　　　　通勤費 0 0 0 0 1,700,000 1,700,000
　　　　退職給付費用 0 0 0 0 500,000 500,000
　　　　賞与引当金繰入 0 0 0 0 2,000,000 2,000,000
　　　　福利厚生費 0 0 0 0 2,500,000 2,500,000
　　　　会議費 0 0 0 0 2,100,000 2,100,000
　　　　旅費交通費 0 0 0 0 7,000,000 7,000,000
　　　　通信運搬費 0 0 0 0 850,000 850,000
　　　　減価償却費 0 0 0 0 700,000 700,000
　　　　什器備品費 0 0 0 0 2,000,000 2,000,000
　　　　消耗品費 0 0 0 0 1,100,000 1,100,000
　　　　印刷製本費 0 0 0 0 1,000,000 1,000,000
　　　　光熱水料費 0 0 0 0 150,000 150,000
　　　　賃借・リース料 0 0 0 0 6,800,000 6,800,000
　　　　支払会費 0 0 0 0 2,300,000 2,300,000
　　　　保険料 0 0 0 0 800,000 800,000
　　　　租税公課 0 0 0 0 6,000,000 6,000,000
　　　　支払負担金及び還付金 0 0 0 0 3,800,000 3,800,000
　　　　交際費 0 0 0 0 500,000 500,000
　　　　支払報酬 0 0 0 0 1,100,000 1,100,000
　　　　手数料 0 0 0 0 1,800,000 1,800,000
　　　　IT関連 0 0 890,000 890,000 500,000 1,390,000
　　　　60周年事業引当金繰入 0 0 0 0 5,000,000 5,000,000
　　　　雑費 0 0 0 0 2,000,000 2,000,000
　　経常費用計 44,985,000 494,066,000 32,442,000 571,493,000 54,247,000 625,740,000
　　　当期経常増減額 0 0 0 0 0 0

12



13

日　時　平成３１年２月２１日㈭
　　　　１８時～ ２２時
場　所　岸記念体育会館４Ｆ特別会議室
出席者　八木原会長、亀山、髙橋、伊藤、平
山各副会長、尾形専務理事、小野寺、相
良、合田、小日向、蛭田、町田各常務理事、
内藤、中畠、古屋各監事

　１７名中１４名出席
同席者　多賀ガバナンス委員
欠席者　仙石・村岡・水島常務理事、
１．議　事
⑴平成３０年度２月常務理事会議事録の承
認について（事前送付済）

　異議なく承認された。
⑵国体山岳競技規程改定について
　ＪＳＰＯの国体推進部と打合せた。ＩＦ
ＳＣルールに合わせることについてはで
きそうだが、大きなルール改正とみなさ
れ、岳連や開催県及び開催県体協の納得
が必要で、４７都道府県の合意形成のため
５年程度かかる場合がある。

⑶次期役員候補者推薦について
　内藤役員候補者選考委員会委員長代行よ
り答申書の説明があり、理事会に諮るこ
とが承認された。

⑷加盟団体の法人化推奨について
　裁定審査会から某岳連の案件で答申書
が提出された。協会としての管理監督責
任についても言及され、会長と担当の蛭
田常務理事が厳重注意となった。総会マ
ターの件については５/２６日の理事会を
経て６/１６日の総会に提案することが承
認された。

⑸第４回理事会議事次第について
　一部訂正の上、承認された。

３．指導員・審判員　検定結果報告
　ア�）スポーツクライミングコーチ専門科
目修了認定者の承認

　　認定申請者：本田達（東京）を承認
４．後援報告、協賛等の依頼について
⑴後援名義承認、山岳検定協会
⑵後援名義承認、日本山岳写真協会
⑶後援名義承認、日本山岳ガイド協会
　上記３件、異議なく承認された。
５．専門委員会動静　（１月中旬～）
⑴国際委員会
　２月１２日㈫　出席６名委任４名
　ア） 報告
　・�国内ウインタークライマーズミーティ
ング開催（３/８～ １０、穂高滝谷）

　・�インド（ＩＭＦ）の２０１９シーズン登山
料値下げについて

　・�マウンテンスピリット２０１９（キルギス、
レーニン峰、７/２６−８/１５）公募につ
いて

　・�国際トラッドロッククライミングフェ
スティバル（カザフスタン、アルマト
イ、８/２９−９/４）の公募について

　イ）協議事項
①第５８回海外登山技術研究会（平成３０年
度国際委員ミーティング）について

　２０１９年６/２２㈯～ ２３㈰　大橋会館２０１教
室（８４名）

②海外登山奨励金の宣伝、有効活用につい
て

⑵山岳スキー委員会　 
　１月２２日㈫ 　ネット会議　出席５名、委
任２名

　ア） 報告
　①富山利賀大会報告
　②２０１９年度予算について
　③ポイント制度試行の経過について
　④�世界選手権、日本代表メンバーと出場
種目について

　・�ＷＣオーストリア大会（１/１８ Spr. ２０ 
Indi.）小寺選手

　・�ＷＣアンドラ（１/２６ Indi. ２７ Ver.）
　　小寺線選手
　・�ＷＣフランス（２/２ Indi. ３ Spr.）
　　小寺選手
　・�ＷＣ中国（２/２０ Indi. ２１ Ver. ２２ Spr.)
小寺選手、倉橋選手

　１）協議事項
　①第１３回日本選手権大会について
　　�４/６㈯～７㈰　栂池高原スキー場
　②その他
　・遠藤委員より利賀大会に出た感想。
⑶山岳スキー委員会
　２/１３（水）　ネット会議 出席５委任６名
　ア） 協議事項
　①第１３回日本選手権大会について
　　�４/６㈯～７㈰　栂池高原スキー場
　　�進行状況、協賛依頼合計１６社，ＡＳ
ＭＦ各国に案内を流す（エントリー
フィー免除、大会中の宿泊費優遇）

６．その他の重要事項
　（２月７日～２月２０日 ）
⑴積雪期基礎講習会　２月９日㈯～１１日㈷
㈪　於：国立登山研修所　仙石常務理事

⑵第１回スピードジャパンカップ　
　２月１０日㈰　於：モリアウトドアヴィ
レッジ　八木原会長、亀山・平山副会長、

⑹平成３１年度事業計画案について
　一部文言追加訂正の上、理事会に諮るこ
とが承認された。

⑺平成３１年度収支予算案について
　一部文言の訂正の上、理事会に諮ること
が承認された。

⑻規程改定案について
①競技審判員規程、公認ルートセッター規
程、倫理規程、処分規程、裁定審査会規
程

　合田常務理事が資料に基づいて提案を
行った。一部文言訂正の上、理事会に諮
る事が承認された。

②指導者規約規定（ＪＭＳＣＡ公認夏山
リーダー制度）

　２０１９年度から夏山リーダー制度をスター
トする通知文発送の提案があり、承認さ
れた。夏山リーダー関係規程・規約集に
ついては修正して再度提案することに
なった。

⑼ＢＭＣのＩＣＭ派遣承認について
　門野巧昴、草間麻子両氏の派遣が提案さ
れ、承認された。

⑽山岳スキー世界選手権派遣承認について
　星野和昭、藤川健、松澤幸靖、小寺教夫、
國吉正紀、遠藤健太６選手の派遣が提案
され、承認された。

⑾第３次補正予算修正案について
　相良常務理事が資料に基づいて説明さ
れ、異議なく承認された。

２．報　告
⑴平成３０年度事業経過報告について
⑵平成３０年度収支決算見通しについて
⑶平成３０年度山岳共済会事業報告及び収
支決算見通しについて

⑷平成３１年度山岳共済会事業計画及び収
支予算について

⑸２０２４年パリオリンピックにおいて、パリ
組織委員会がスポーツクライミングを開
催都市枠種目としてＩＯＣに提案したと
の報告があった。

平成３０年度２月（３１年２月）
常務理事会報告

寄贈図書
雑
誌

㈱山と渓谷社 ROCK & SNOW 083号
Club alpino italiano 「Montagne360」marzo 2019
(株)ネイチュアエンタープライズ 「岳人」No.862

会
　
報

日本万歩クラブ 「アルク」4・5月号
日本ゲートボールクラブ 「ゲートボール Navi」2月号
日本トレーニング指導者協会 JATI EXPRESS Vol.69
健康・体力づくり事業財団 健康づくり No.491
中華民国健行登山會 「中華登山」269
全日本ボウリング協会 「JBCnews」第566号
立山ルート緑化研究委員会 立山ルート緑化研究報告書
（公社）日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」No.354
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」No.530
Corean Alpine Club 「山」2018年 38号
FEEC 「VERTEX」282
日本スポーツ芸術協会 Sport Art 2019
日本スポーツ仲裁機構 第15回 スポーツ仲裁シンポジウム
長野県山岳協会 「やまなみ」No.232
埼玉県体育協会 スポーツ埼玉 Sports Vol.283
愛知県山岳連盟 愛知岳連ニュース 第432号
長野県山岳協会 雪拉普崗日 30周年記念合同登山報告書
東京野歩路会 「山嶺」Vol.96
新潟県山岳協会 「新山協ニュース」第341号
おいらく山岳会 「山行手帖」No.712
日本ヒマラヤ協会 「HIMALAYA」No.488
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八重山

神奈川県・山梨県東部トレイルラン連絡協議会

北丹沢12時間山岳耐久レース実行委員会

陣馬山トレイルレース実行委員会

道志村トレイルレース実行委員会

八重山トレイルレース実行委員会

東丹沢宮ヶ瀬トレイルレース実行委員会

上野原秋山トレイルレース実行委員会

NPO法人

一般財団法人 日本トレイルランニング協会

〒252-0184
神奈川県相模原市緑区小渕1545-1
☎042-687-4011　FAX 042-687-3980

E-mail kitatanzawa@kib.biglobe.ne.jp
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　カンチェンジャオ（６，８８９ｍ）の頂上は、大きなテー
ブル状の雪を付けたどっしりとした山容で、一見して
それと判る。東に延びる稜線上にはユレーカン（６，４２９
ｍ）、Ｐ．６，６３０峰、グルドンマール（６，７１５ｍ）、サンラ
プー（６，２２４ｍ）の衛星峰を連ね、さらにその東にド
ンキャ・ラが位置する。山名は、この山のあちこちに
懸る大きな氷柱に由来していると云われる。即ちチ
ベット語で「カン」は雪山、「チェン」は大きな、「ジャ
オ」は氷柱のような髭で、巨大なハンギング・グレッ
シャーが髭のように見える大きな雪山の意。
　古くはシッキム・ヒマラヤのパイオニアである英
国の植物学者Ｊ．Ｄ．フーカーが１８４９年にコンラ・ラ
から望見しているが、本格的な登山の試みは、１９０７年
のＡ．Ｍ．ケラスからになる。ケラスが４度目のシッ
キム入りとなった１９１２年８月６日、ケラスは執念適っ
てシェルパのアンタルケーとニマの３人で初登頂に
成功。� （写真撮影者・尾形好雄）

　３月16 ～ 17日に神奈川の山岳スポーツ
センターで登山部の新しい制度「夏山リー
ダー」講師研修会があり参加した。全国の
岳連（協会）から33名の参加者、指導・遭
対委員会からスタッフ19名、総勢62名に
より実施。期待する熱意は高いと感じた。
制度の背景、取得までの流れ、講習内容（シ
ラバス）など説明を受け概ね理解したが目
的はリーダー養成である。喫緊の課題登山
愛好者の減遭難を考えた時､ 受講条件と参
加費が問題でベクトル合わせの工夫とアイ
デアが必要では。志は高く目線は低くの如
くではないだろうか。
� （広報担当　水島彰治）

尾形専務理事、村岡常務理事
⑶氷雪技術研修会　２月１６日㈯～
１７日㈰　於：大山　野村副委員長

⑷登山普及情報交換会議　２月１６
日㈯　於：ＢｕｍＢぶんぶく＜東
京スポーツ会館＞　八木原会長、
亀山・髙橋・伊藤副会長、仙石・
蛭田・水島常務理事、谷口理事

⑸全国理事長会議　２月１７㈰　於：
フォーラムエイト５１４  八木原会
長、副会長、専務理事、常務理事、
各委員長

⑹全国山岳遭難対策協議会幹事会
　�２月１９日㈫　於：スポーツ庁　町
田常務理事

⑺日本スポーツ協会評議員連合会幹
事会　２月２０日㈬　於：岸記念
体育会館　尾形専務理事
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